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仲間と一緒に

　　　　ハイ！チーズ♪

広　報

2013 －２ の へじ

特集　平成２５年成人式

今月のスポットライト

　　　登世鶴会



2

特　集

平
成
25
年

成
人
式

は た ち の 提 言

町民憲章朗読
駒井志穂さん、原子東さん

「感謝の気持ち」
上野球道さん

「二十歳を迎えて」
貝塚尚俊さん

新成人のみなさん

「二十歳を迎えるにあたって」
山村和雅さん

誓いの言葉
斎藤春菜さん

町長から記念品を受け取る新成人

　

１
月
13
日
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
平
成
25
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、

90
名
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

仲
間
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
写

真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
を
報
告
し

合
っ
た
り
と
、
会
場
は
笑
顔
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
、
中
谷
町
長
は
「
み

な
さ
ん
の
頑
張
り
が
日
本
、
野
辺
地

町
を
元
気
に
す
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
新
成
人
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
た
中
学
生
の
頃
の
懐
か
し
い
映

像
を
楽
し
み
、
ス
テ
ー
ジ
へ
登
っ
た

新
成
人
90
名
が
自
分
の
近
況
を
報
告

し
、
中
谷
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
十
歳
の
提
言
が
行
わ

れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
上
野
球
道

さ
ん
、
貝
塚
尚
俊
さ
ん
、
山
村
和
雅

さ
ん
の
３
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
分

が
こ
れ
ま
で
に
支
え
て
も
ら
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
今
後
は
消
防
士
と
し
て
野
辺
地

町
を
守
っ
て
い
き
た
い
」「
日
々
の

生
活
の
中
で
だ
ん
だ
ん
と
大
人
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
実
感
が
湧
い

て
き
た
。
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
て
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
」「
親
元
を
離
れ
て
生
活
す

る
こ
と
で
親
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
て

き
た
。
将
来
は
親
孝
行
を
し
、
自
分

に
何
が
で
き
る
か
考
え
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
最
後
に
行
わ
れ
る
誓
い
の
言

葉
で
は
、
代
表
者
の
斎
藤
春
菜
さ
ん

が
、
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
や
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
で
辛
い
こ
と
や
悲
し

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
あ
き
ら
め
な

い
」
気
持
ち
の
大
切
さ
を
述
べ
、
新

成
人
90
名
が
野
辺
地
町
の
未
来
に
一

生
懸
命
歩
き
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。
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野辺地町消防出初式

　１月６日に野辺地町役場前で野辺地町消防出初式が開催さ
れ、日々、野辺地町の安全・安心を守っている消防団員や消防
署員ら約200名の方々が、今年１年の防災活動への強い意気込
みを示しました。
　中谷町長は「消防の果たす役割・使命を今一度認識して一層
精進してほしい」と訓示を述べました。
　沿道には分列行進や、まとい振りを見ようと、悪天候の中集
まった方々から、大きな拍手がわき起こっていました。

町営球場の利用者の安全を守る

児童の安全な通学のために

　平成24年に野辺地町教育委員会が進めてきた町営球場外野
フェンスへの衝撃緩衝材の設置が11月に完成しました。
　独立行政法人日本スポーツセンタースポーツ振興くじ助成金
（toto.BIG）を利用して行われたこの工事は、運動公園野球場
利用者の安全を守るためのもので、衝撃緩衝材を設置したこと
で、利用者のケガを未然に防ぐことができ、選手も思い切った
プレーができるのではないでしょうか。

　馬門小学校は、児童の安全な通学路を確保するため、国土交
通省地方整備局青森河川国道事務所から小型除雪機を貸与して
もらいました。
　平成24年12月から父兄と教員が協力し、早朝から通学路の除
雪を行っています。
　馬門小学校の境校長は「この除雪機を利用することで、登下
校の際の子どもたちの安全が守れればと思う」とこの除雪機で
守られる安全安心に期待したコメントをしていました。

新年祝賀会で町善行表彰を授与

青森県健康づくり事業功労者表彰受賞

　１月４日、中央公民館において開催された、新年祝賀会で次
の方々に町善行表彰を授与しました。
上野　定治　様　平成24年春の叙勲において旭日双光章を受章されました。
中谷　信夫　様　平成24年春の叙勲において瑞宝双光章を受章されました。
藤谷太一郎　様　平成24年秋の叙勲において瑞宝単光章を受章されました。
古澤　郁子　様　多額の寄附をされ、町教育に多大なる貢献をされました。
ゆうき青森　　　
農業協同組合　様　土地を寄附され、町の公益に多大なる貢献をされました。�

　野辺地町食生活改善推進員会が20年間の自主健康づくり活動
が評価され青森県健康づくり功労者表彰を受賞しました。
　食生活改善推進員会は平成３年に発足され、現在は会員32名
で町の健康づくりのために活動しています。
　笹森会長は「長年の活動が評価されてうれしいです。一人一
人の活動が評価された賞だと思います。今後は現在の展開して
いる高血圧予防などの事業を広く展開していきたい」と野辺地
町の健康づくりに対して熱い思いを語っていました。

華麗な“まとい振り”

中谷町長から表彰を受けるJAゆうき青森 組合長 大関政敏様

食生活改善推進員会　笹森敦子会長

設置した衝撃緩衝材

貸与してもらった小型除雪機

まちのニュース
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町への寄附ありがとうございました

青銀野辺地支店びわの会様より
� 学校備品購入費として50,000円

社会福祉法人「おさなご」様より
� 児童福祉のため70,000円

平成24年12月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成24年 平成23年
前年比

12月中 累　計 累　計

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

野辺地町 6 0 7 47 2 54 30 0 42 （＋）17（＋）2（＋）12

横浜町 3 0 3 29 2 34 9 0 18 （＋）20（＋）2（＋）16

六ヶ所村 1 0 6 20 0 40 24 2 40 （－）4（－）2（＋）0

合 計 10 0 16 96 4 128 63 2 100（＋）33（＋）2（＋）28

平成25年度自衛官募集の御案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

予備自衛官補
（一般公募）

平成25年７月１日現在
●18歳以上34歳未満の方

１月９日（水）
～

４月３日（水）

４月12日（金）～ 15日（月）のうち
いずれか１日

青森駐屯地
八戸駐屯地

予備自衛官補
（技術公募）

平成25年７月１日現在
●�18歳以上で各種国家免許資格等を有す
る方

（国家免許資格等の細部についてはお問
い合わせください）

１月９日（水）
～

４月３日（水）

４月12日（金）～ 15日（月）のうち
いずれか１日

青森駐屯地

幹部候補生
（一般・飛行・音楽）

平成26年４月１日現在
●�22歳以上26歳（修士課程修了者は28歳）
未満の方

２月１日（金）
～

４月26日（金）

〈１次試験〉
５月11日（土）：筆記試験
５月12日（日）：�筆記式操縦適性検査
　　　　　　　（飛行要因のみ）

青森県第２合同庁舎
八戸工業大学

◎細部については、下記までお問い合わせください。
〒033-0037　三沢市松園町三丁目6-16 中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣）
　　　　　　自衛隊青森地方協力本部
　　　　　　電話・ＦＡＸ　0176-53-1346（平日　8：45～ 17：30）
　　　　　　e-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

第
12
回
創
作
健
康
づ
く
り

「
ま
つ
り　

飛
天
の
舞
」

�

開
催

日
　
時　
２
月
16
日（
土
）午
後
１
時

場
　
所　
中
央
公
民
館　

ホ
ー
ル

内
　
容　
健
康
劇
、
自
作
演
奏
な
ど

出
演
申
込
・
問
合
せ
先

ま
つ
り
「
飛
天
の
舞
」
実
行
委
員
会

�

西
村

☎
０
９
０

－

９
５
３
１

－

８
６
２
１

まちのニュース
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○
町
・
県
民
税

申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当

す
る
方
。
た
だ
し
、
ご
自
分
で
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出

す
る
方
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

①�

給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方

◆�

勤
務
先
で
年
末
調
整
し
て
い
な
い
方

◆�

年
末
調
整
の
控
除
内
容
に
変
更
の

あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

②�

公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方

◆�

源
泉
徴
収
票
の
控
除
内
容
に
変
更

の
あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

③�

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁
業

等
）
の
あ
る
方

④�

不
動
産
所
得
（
地
代
・
家
賃
等
）

の
あ
る
方

⑤
配
当
所
得
の
あ
る
方

⑥�

生
命
保
険
一
時
金
、
生
命
保
険
年

金
、
報
酬
等
を
受
け
た
方

⑦
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん
（
銀
行
印
）
と
口
座
番
号

②
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

③�

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

収
支
の
わ
か
る
資
料

④�
社
会
保
険
料
領
収
書
（
国
民
健
康

保
険
税
、
厚
生
年
金
保
険
料
な

ど
）・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書

⑤
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

⑥
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦�

雑
損
控
除
（
雪
害
等
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
被
害
の
あ
っ
た

住
宅
や
家
財
な
ど
の
証
明
書
や
明

細
書

⑧�

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ

か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

⑨
農
業
所
得
の
あ
る
方

◆�

農
協
が
発
行
す
る
出
荷
証
明
書
・

出
荷
伝
票

◆�

生
産
出
荷
組
合
、
市
場
か
ら
の
清

算
書
・
明
細
等

◆
仲
買
人
へ
の
販
売
明
細
書

◆�

自
家
消
費
、
知
人
・
親
類
等
へ
の

贈
答
品
は
そ
の
明
細
書

⑩�

そ
の
他
障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険

に
係
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
（
町
の
介
護
・
福
祉
課
で
発
行
）

な
ど
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も

の
○
所
得
税

　

平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
月

15
日
（
金
）
ま
で
十
和
田
税
務
署
で

受
付
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

◎�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

場
合

　

平
成
24
年
中
の
所
得
金
額
が
、
基

礎
控
除
・
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
方
。

◎
給
与
所
得
者
の
場
合

①�

給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②�

一
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

◎
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合

　

平
成
24
年
中
に
株
式
、
土
地
、
建

物
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
申
告
と
納

税
が
必
要
で
す
。
こ
の
譲
渡
所
得
に

対
す
る
所
得
税
は
分
離
課
税
と
い
っ

て
、
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

前
記
の
町
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
書
類
等

②�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
家
屋
の
登
記
事
項
証

明
書
や
請
負
契
約
書
、
住
民
票
の

写
し
、
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

③�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
が
来
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
は
が
き
等

④�

前
年
も
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
控
え

申
告
す
れ
ば

�

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方

　

次
の
よ
う
な
方
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
口

座
振
込
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
の

預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

出
稼
ぎ
や
日
雇
、
年
の
途
中
の
退

職
な
ど
で
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ

た
場
合

②�

給
与
や
公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ

る
方
で
雑
損
控
除
、医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
場
合

③�

予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合

�

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
へ�

　

申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
病
院
の
領
収
書
等
を

あ
ら
か
じ
め
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

領
収
書
は
人
（
患
者
）
別
に
、
病

院
ご
と
に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

通
院
の
際
の
バ
ス
・Ｊ
Ｒ
運
賃
は
、

内
訳
を
書
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

③�

介
護
保
険
制
度
で
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
及
び
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

は
、
医
療
費
控
除
対
象
分
の
み
集

計
し
て
く
だ
さ
い
。

○
贈
与
税

　

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
年
間
１
１

０
万
円
を
超
え
る
財
産
を
も
ら
っ
た

と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
申
告
と

納
税
は
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
月

15
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
目
に
！

�

申
告
相
談
は
２
月
13
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
国
民
年
金
の

�
免
除
申
請
等
を
す
る
方
は
申
告
し
ま
し
ょ
う

　みなさんが毎日安心して暮らせる明るい社会をつくるため
に、税金は無くてはならない大切な財源です。
　今年も、私たちの暮らしと密接な関わりを持つ税の申告時
期となりました。この申告は、公平な課税と納税を行ううえ
で非常に重要なものです。
　町・県民税、所得税、贈与税の申告は、３月15日（金）ま
でです。なお、町・県民税の申告相談は２月13日（水）から
行います（詳しい日程は別表のとおりです）。
　申告が必要と思われる方には、あらかじめ申告相談日等を
通知しますので、忘れずに申告しましょう。

お知らせ
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平成24年分確定申告の納期限と振替日は次のとおりです。
税　　　　　目 納　　期　　限 振 替 納 付 日

申 告 所 得 税 平成25年３月15日（金） 平成25年４月22日（月）
個 人 事 業 者 の 消 費 税 平成25年４月１日（月） 平成25年４月24日（水）

○振替納税を利用されている方は振替納付日前日までに、預貯金残高の確認をお願いします。
○振替納税を利用されていない方は納付書をご自分でご記入のうえ、納期限までにお近くの銀行・信用金庫又は郵便局の窓口で納付をお願いします。
○�納期限までに納付されない場合又は振替納付日に引き落としが出来なかった場合には、納期限の翌日から完納の日まで
の延滞税を併せて納付する必要がありますのでご注意願います。
詳しくは、以下にお問合せください。
十和田税務署管理運営第一部門　℡0176-23-3151　内線212　＊音声案内で「２」を選択してください。

～平成25年度 町・県民税に係る申告相談日程表～
� 会場：中央公民館

月日・曜日 区　　　　　域
午前（９：00～ 11：30） 午後（13：00～ 16：00）

２ 13 水 枇杷野・琵琶野 鳴沢
２ 14 木 えぼし 本町・川目
２ 15 金 松ノ木平（あ～し） 松ノ木平（す～）
２ 16 土
２ 17 日 　 　
２ 18 月 下町１区（あ～そ） 下町１区（た～）
２ 19 火 下町２区（あ～そ） 下町２区（た～）
２ 20 水 浜町（あ～し） 浜町（す～）
２ 21 木 城内（あ～こ） 城内（さ～な）
２ 22 金 城内（に～） 八幡町
２ 23 土 　 　
２ 24 日 　 　
２ 25 月 木明・有戸・目ノ越 木明・有戸・目ノ越
２ 26 火 馬門１区（あ～さ） 馬門１区（し～）
２ 27 水 馬門２区（あ～さ） 馬門２区（し～）
２ 28 木 上袋町（あ～の） 上袋町（は～）
３ １ 金 中袋町（あ～お） 中袋町（か～そ）
３ ２ 土 　 　
３ ３ 日 　 　
３ ４ 月 中袋町（た～ほ） 中袋町（ま～）
３ ５ 火 下袋町（あ～お） 下袋町（か～し）
３ ６ 水 下袋町（す～と） 下袋町（な～へ）
３ ７ 木 下袋町（ほ～） 新町
３ ８ 金 金沢町（あ～お） 金沢町（か～こ）
３ ９ 土 　 　
３ 10 日 　 　
３ 11 月 金沢町（さ～そ） 金沢町（た～と）
３ 12 火 金沢町（な～ひ） 金沢町（ふ～）
３ 13 水 駅前（あ～さ） 駅前（し～）
３ 14 木 駅前２（あ～す） 駅前２（せ～）
３ 15 金 新道 予　　　備
●申告相談日は町内別・名字の50音順となっています。
　�相談日を確認の上、お越しくださるようお願いい
たします。

振
替
納
税
に
つ
い
て

介
護
・
福
祉
課
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

～�

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者

の
皆
様
へ
～

平成24年分確定申告の納期限と振替日について

　
「
申
告
所
得
税
」「
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）」
の
納

税
に
は
、
便
利
か
つ
安
全
で
確
実
な

振
替
納
税
を
御
利
用
下
さ
い
。

◎
手
続
き
が
簡
単
で
す
！

　

御
利
用
す
る
に
は
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
記
載
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。一
度
提
出
さ
れ
ま
す
と
、

翌
年
以
降
の
手
続
き
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

（
御
注
意
く
だ
さ
い
！
）

○
振
替
納
税
は
申
告
期
限
ま
で
に
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
り
利

用
で
き
ま
す
。

　

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
、
か
つ
、
一
定
の
基
準
に
該
当

さ
れ
る
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付

し
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
こ
の
認

定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、所
得
税
・

町
民
税
の
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
内
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
振
替
納
付

日
前
日
ま
で
に
、
預
貯
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
残
高
不
足
等
に
よ
り
振
替
納
付
日

に
引
き
落
と
し
が
出
来
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完
納

の
日
ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
以
下
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

十
和
田
税
務
署
管
理
運
営
第
一
部
門

℡
０
１
７
６

－

23

－

３
１
５
１

内
線
２
１
２

＊
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
方
は
、
本
人
も
し
く
は

そ
の
親
族
の
方
で
す
。

※
判
定
審
査
に
多
少
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
場
合
は
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
窓
口

　

介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）

○
必
要
な
物

①
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑
（
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な

る
場
合
は
両
方
の
印
鑑
）

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

�

介
護
・
福
祉
課

　

☎
64

－

１
７
７
０
（
内
線
14
）

お知らせ
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遺
児
等
援
護
給
付
金
の

申
請
を
し
ま
し
ょ
う

鶏
等
を
飼
養
し
て
い
る
皆
様
へ

～
定
期
報
告
書
提
出
の
お
願
い
～

「
若
者
講
座

�

料
理
・
運
動
教
室
」

�

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
死
別
の
母
子
・
父
子
世

帯
、
ま
た
は
、
父
又
は
母
が
心
身
障

害
（
１
級
、２
級
の
一
部
）
に
よ
り
、

労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
世
帯
等
の

児
童
（
以
下
、
遺
児
等
と
い
う
）
を

励
ま
し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
願
う

た
め
に
、
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
給
付
内
容

①�

遺
児
等
が
平
成
25
年
４
月
１
日
に

小
学
校
又
は
、
中
学
校
に
入
学
す

る
場
合

遺
児
等
１
人
に
つ
き　

７
０
０
０
円

②�

遺
児
等
が
平
成
25
年
３
月
31
日
に

中
学
校
を
卒
業
す
る
場
合

遺
児
等
１
人
に
つ
き　
　
　

１
万
円

○
申
請
手
続
き
の
方
法

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
２

月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
印
鑑
・
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
障
害
者
手

帳
（
障
害
該
当
世
帯
の
み
）
を
お
持

ち
に
な
っ
て
、
介
護
・
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　
介
護
・
福
祉
課

（
64
）
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

　

簡
単
料
理
や
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
友
達
作
り
や
男
女

の
出
会
い
の
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

平成24年度特定健診　申し込みはお済みですか？

お問い合わせ：
健康づくり課
� 64-1770

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆�

英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
４
日
・
18
日
・

25
日
（
月
）
３
時
30
分
～
４
時
30

分
（
中
央
公
民
館
）

◆�

お
は
な
し
工
房
／
９
日
（
土
）
午

後
２
時
「
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
な

工
作
」

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
14
日
（
木
）

　

午
前
10
時　

定
例
会

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
16
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
定

例
会

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

　

９
日
（
土
）　

10
時
30
分

　

申
込
締
切　

６
日
（
水
）

　

会
費　

２
５
０
円

◆
避
難
訓
練

　

19
日
（
火
）　

16
時
15
分
～

　

鶏
等
（
左
記
の
鳥
類
）
を
飼
養
し

て
い
る
方
は
、
毎
年
二
月
一
日
現
在

の
飼
養
羽
数
等
を
県
知
事
あ
て
に
報

告
（
定
期
報
告
）
す
る
こ
と
が
、
昨

年
度
の
家
畜
伝
染
病
予
防
法
改
正
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
玩
用
と
し
て
数
羽
を
飼
養
し
て

い
る
場
合
で
も
、
万
が
一
、
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
す

れ
ば
、
近
隣
養
鶏
場
の
卵
や
鶏
肉
の

出
荷
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
養
鶏
産

業
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置
や
定

期
的
な
清
掃
・
消
毒
等
、
適
正
な
飼

養
管
理
に
よ
り
疾
病
の
発
生
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
定

期
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
鳥
類

　

鶏
（
青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
、
比
内

地
鶏
、ウ
コ
ッ
ケ
イ
、シ
ャ
モ
、チ
ャ

ボ
、
声
良
、
金
八
な
ど
を
含
む
）、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

○
報
告
様
式

　

十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
十
和
田
家
畜
保
健

衛
生
所
、
又
は
市
町
村
畜
産
担
当
課

に
も
報
告
様
式
等
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
ご
報
告
い
た
だ
い
た
方
は
昨
年

と
同
じ
で
す
。

報
告
期
日

　

平
成
25
年
３
月
31
日�

ま
で

提 

出 

先

上
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

生存者ゼロ 安　生　　　正
冬の灯台が語るとき ヨハン・テオリン
別れる力 大人の流儀３ 伊集院　　　静
螢草 葉　室　　　麟
噂の女 奥　田　英　朗
何者 朝　井　リョウ
八重の桜１ 山　本　むつみ

本　の　展　示
雪の本展　　　　１日（金）～28日（木）

○
料
理
教
室�

日
　
時　
２
月
28
日
（
木
）

�

午
後
６
時
～
午
後
８
時

場
　
所　
野
辺
地
町
中
央
公
民
館

内
　
容　
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理

講
　
師　
和
食
処
し
ば
の
や

�

柴
崎
岩
見
さ
ん

参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持�

ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
ま

た
は
バ
ン
ダ
ナ
）

○
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室�

日
　
時　
３
月
19
日
（
火
）

�
午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

場
　
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
　
容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
　
師　
健
康
運
動
指
導
士

�
天
間　

琴
美
さ
ん

参
加
費　
無
料

持�

ち
物　
運
動
靴
、
タ
オ
ル

　

※
運
動
で
き
る
服
装

対�

　
象　

20
歳
～
40
歳
の
町
内
在

住
・
在
勤
の
男
女

募
集
人
数　
各
教
室
と
も
20
人

締
　
切　
２
月
20
日
（
水
）

申
込
先　
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
内
線
２
８
５
）

〒
０
３
４

－
０
０
９
３

十
和
田
市
西
十
二
番
町
19

－

23

☎
０
１
７
６

－

23

－

６
２
３
５

Ｆ
０
１
７
６

－

23

－

３
０
４
４

　

持
参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

医療機関名 電話番号
公立野辺地病院 ６４－３２１１
戸館内科整形外科 ６４－２５２５
中里医院 ６４－１３８８
川上クリニック ６４－０１１１
えびさわクリニック ６４－４１６０
ちびき病院 ６４－５１００

個別健診　かかりつけ医療機関で受けることが出来ます。
日程：３月31日まで随時　料金：600円
※事前に予約をしてください。予約は各医療機関へ

けいちょう

傾聴サロン
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。

２月８日(金)　２月27日(水)　３月11日(月)　３月28日(木)

時間　毎回13：00～15：00　＊申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

場所　健康増進センター

問合せ先　健康づくり課（健康増進センター内）
　　　　　電話64－1770

ミニガイド
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中
谷　

ク
ニ
さ
ん
（
79
）
駅
前
２

瀨
川
金
二
郎
さ
ん
（
84
）
駅
前
２

向
井　

ヤ
ヱ
さ
ん
（
90
）
枇
杷
野

淺
利　

定
良
さ
ん
（
87
）
松
ノ
木
平

久
末　
　

勇
さ
ん
（
75
）
川　

目

木
村　

タ
キ
さ
ん
（
85
）
下
町
一
区

木
村
千
鶴
子
さ
ん
（
66
）
下
町
二
区

野
澤　

キ
ヨ
さ
ん
（
86
）
中
袋
町

木
明　

治
雄
さ
ん
（
65
）
中
袋
町

上
林　

正
雄
さ
ん
（
89
）
中
袋
町

大
平　
　

節
さ
ん
（
84
）
上
袋
町

大
野
美
代
子
さ
ん
（
81
）
下
袋
町

田
嶋
ユ
キ
ヱ
さ
ん
（
76
）
下
袋
町

二
ッ
森
安
雄
さ
ん
（
86
）
金
沢
町

田
中
美
代
子
さ
ん
（
84
）
金
沢
町

平
野
眞
太
郎
さ
ん
（
73
）
八
幡
町

熊
谷
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
91
）
馬
門
２

亀
田　

イ
ソ
さ
ん
（
89
）
木　

明

小
又
喜
代
作
さ
ん
（
79
）
浜　

町

古
林　

友
子
さ
ん
（
72
）
下
袋
町

岩
清
水
む
つ
さ
ん
（
83
）
下
町
二
区

柴
崎　

ト
ミ
さ
ん
（
92
）
馬
門
２

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
12
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　２月18日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

２月４・７・14・18・21・28

阿
部
柊し
ゅ
う

之の

助す
け
く
ん
（
利
典
）
鳴　

沢

山
村　

彩あ

み実
ち
ゃ
ん
（
憲
司
）
金
沢
町

千
田　

優ひ
ろ
翔と

く
ん
（
裕
二
）
駅
前
１

針
替
こ
ず
え
ち
ゃ
ん
（
宗
淳
）
中
袋
町

瀧
澤　

宗そ
う
太た

く
ん
（
奈
穂
子
）
中
袋
町

大
山　

篤あ
つ
ひ
と仁
く
ん
（
康
之
）
金
沢
町

尾
形　

咲さ

な南
ち
ゃ
ん
（
昌
洋
）
下
袋
町

滝
澤　

一い
ち
華か
ち
ゃ
ん
（
雅
之
）
下
袋
町

髙
野
ほ
の
か
ち
ゃ
ん
（
芳
幸
）
下
袋
町

髙
野　

柚ゆ
ず
希き

く
ん
（
拓
也
）
城　

内

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
水
道
管
凍
結
、
破
裂
に
注
意
！
水
抜
き
を
忘
れ
ず
に
！

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

�

～
成
人
式
に
思
う
～　

　

去
る
１
月
13
日
、
平
成
25
年
野
辺

地
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
さ
れ
た
若
い
人
た
ち
の
喜
び
と

明
る
さ
に
溢
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
成

人
式
で
あ
り
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
権
利

と
義
務
を
し
っ
か
り
と
自
覚
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
大

い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
成
人
式
に
お
い
て
、
非

常
に
印
象
的
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
新
成
人
の
方
が
自
己

紹
介
を
し
、
近
況
と
夢
を
語
る
場
面

で
の
こ
と
で
し
た
。
一
人
の
女
性

が
「
私
は
福
島
か
ら
移
り
住
ん
で
き

ま
し
た
。
今
日
の
野
辺
地
町
の
成
人

式
に
参
加
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
で

す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
避
難
さ
れ

た
の
か
と
思
い
、
記
念
品
を
わ
た
す

際
「
野
辺
地
町
の
人
た
ち
は
、
親
切

に
し
て
く
れ
ま
し
た
か
」
と
聞
い
た

と
こ
ろ
、
自
主
的
に
避
難
を
さ
れ
、

地
域
の
人
た
ち
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
そ
の
事
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で

成
人
式
に
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
地
域
の
温
か
さ
に
励

ま
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
と
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

野
辺
地
町
民
の
共
助
の
心
溢
れ
た
行

動
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

町
民
み
ん
な
が
、
こ
の
共
助
の
心

を
も
っ
と
も
っ
と
強
く
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
元
気
な
町
づ
く
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
大
雪
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
共
助
の
心
で
厳
し
い
冬
を
乗

り
越
え
、
暖
か
い
春
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

野
辺
地
町
長
　
中
谷
純
逸

ビデオテープをDVDダビングビデオテープをDVDダビング

お知らせ
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

２月27日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）
（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

２月５日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 ３月１日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。２月19日
（火）まで総務課64-2111（内227）
へ申し込みください。予約必要

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること

２月19日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

9：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

１

月

分

の

納

付

期

限

は

２

月

28

日
（

木

）

で

す

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

日本年金機構は、様々な手段を使って、持ち主が
分からない記録の持ち主を探しています。
日本年金機構で、紙台帳にある記録とコンピュー
ターの記録とを突き合せ、持ち主不明の記録を本
来の持ち主のものとすることはもちろん、みなさ

まに「ねんきん特別便」をお送りし、お心当たり
の記録についてお尋ねしてまいりました。しかし
ながら、いまなお持ち主が分からない「未統合の
記録」が多数残っているのが現状です。

年金記録問題の解決なくして、我が国の年金制度
に対するみなさまの信頼を回復することはできな
いと、日本年金機構では考えております。
ただし、その解決については、みなさまひとりひ
とりのご理解とご協力が不可欠です。このため、

手掛かりがつかめない記録について、ご本人から
心当たりの記録を申し出ていただき、一件でも多
くの記録が本来の持ち主につながることを目指し、
平成25年１月末を目途に、集中的な取組み（キャ
ンペーン）を開始します。

○年金受給者、被保険者すべてに個別に「ねんき
んネット」利用のためのアクセスキーを郵送し、
ご自身の記録確認を呼び掛けます。
○洩れや誤りが起こりやすいケースを分かりやす
いチェックリストにまとめ、上記の郵便やリーフ

レットで周知し、気づきの機会をできるだけ増や
します。
○気になる年金記録がある方には、年金事務所等
においでいただき相談をお受けします。といった
取組みを行う予定です。

ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」があるの
ではとご心配のある方は、ご確認いただき、お近
くの年金事務所等にご相談ください。
詳しくは日本年金機構ＨＰでご覧になれます。
ＨＰアドレス：http://www.nenkin.go.jp

約９人に１人、年金記録が見つかっています。

詳しくは下記に
お問い合わせく
ださい

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
戸籍・年金担当
☎64-2111
　（内線241）

平成25年１月末から「気になる年金記録、
再確認キャンペーン」を開始しています。
●年金記録問題については

●このたびの「気になる年金記録、
　再確認キャンペーン」について

●具体的には

●年金事務所等にご相談ください。

若い頃に勤めていた
記録が見つかった

結婚前の旧姓の記録
が見つかった

名前の読み方が誤っ
て登録されていた記
録が見つかった

例
年頭 98万円→234万円

例
年頭 43万円→154万円

例
年頭 0万円→137万円



11

健康増進センター内
　健康づくり課
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週木曜日（８：30～17：00）となります。

♡献血のお知らせ　２月10日（日） マックスバリュー野辺地店　10：00～12：00　13：15～16：00

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児
　　子ども健診

２月７日（木）
13：15開始

３月７日（木）
13：15開始

野辺地病院
小　児　科
（64－3211）

（２月７日）
平成24年10月生まれ

（３月７日）
平成24年11月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医療診察
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。

ＢＣＧ予防接種

７カ月児
　　子ども相談

２月20日（水）
10：00開始

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー
（64－1770）

電話での御
相談・お問
い合わせは
64－8080
（はればれ）
火・木曜日

平成24年７月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、バス
タオルをお持ちくだ
さい。
対象者への個別通知
はしておりません。
毎月の広報で確認の
うえおいでください。

10カ月児
子ども健診

２月20日（水）
13：30開始 平成24年４月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等

１歳児
　　子ども健診

２月20日（水）
13：30開始 平成24年２月生まれの乳児

みんなの
　　子ども相談

２月20日（水）
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児（希望者）

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターに
お申し込みください。

１歳６カ月児
　　子ども健診

３月５日（火）
12：50開始

平成23年８月～９月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児
　　子ども健診

２月12日（火）
12：40開始

平成21年７月～８月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ
サ ロ ン

２月27日（金）
13：30 ～ 15：00

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー 妊婦とその家族

おしゃべり、情報交換、リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要

こども救急
電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応（看護師が相談に応じま
す。治療行為ではありません。）

青森県が実施主体で
す。

日本脳炎
定期予防接種

通　年 町内委託
医療機関

平成７年６月１日～
平成19年４月１日
生まれの方

予防接種法による定期接種
（休止による特例対象）

くわしくはお問い合
わせください。

■町の人口

24年12月31日現在 前月比 前年同月比

14,645 （－）� 29 （－）� 97

　男� 6,890

　女� 7,755

（－）� 7

（－）� 22

（－）� 51

（－）� 46

世帯数� 6,589 （－）� 21 （＋）� 64

じ～の

一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

２
月
は
16
時



虫歯ゼロ、やったぜぃ!!

父　学　馬門１　

これからも歯みがき
がんばろうね♪　　

母　明子　中袋町　

これからもがんばって
虫バイキンやっつけようね！！

母　里美　駅前２　

やったね！これからもよい歯で
もりもり食べようね。　　　　

母　慎子　枇杷野　

 た なか 
そう ひ 

田中　綜陽くん 

すがもと
み　く

菅本　美空ちゃん 

しょう た  

三上　昇太くん

 み かみ
かず し 

白濵　和司くん

しらはま

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の

だ
よ
♪

歯
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

３歳児健診で
虫歯ゼロの
子です

12

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

登
世
鶴
会
（
と
よ
づ
る
か
い
）登世鶴会・翠扇志幸会のみなさん

練習風景　水曜　中央公民館16：30～

　

登
世
鶴
会
は
約
30
年
前
に

発
足
し
た「
登
茂
志
乃
会（
と

も
し
の
か
い
）」
を
起
源
と

し
、
14
年
前
に
現
在
活
動
し

て
い
る
登
世
鶴
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

登
世
鶴
会
は
日
本
舞
踊
中

村
流
、
水
香
流
を
流
派
と
し

て
お
り
、
現
在
は
「
翠
扇
志

幸
会
（
す
い
せ
ん
し
こ
う
か

い
）」
と
一
緒
に
９
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
ス
ワ
ニ
ー
で
の

発
表
会
や
町
文
化
祭
が
主
な

発
表
の
場
で
す
が
、
老
健
施

設
を
訪
問
し
て
披
露
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。

　

登
世
鶴
会
、
翠
扇
志
幸
会

の
方
々
は
「
年
齢
を
問
わ
ず

に
楽
し
く
長
く
体
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
０
０

歳
を
超
え
て
も
続
け
て
い
る

方
も
、
中
に
は
い
ま
す
よ
」

と
日
本
舞
踊
の
魅
力
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
も
募
集
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
翠
扇
志
幸

会
に
は
小
学
校
６
年
生
の
子

も
お
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず

に
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
町

公
民
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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